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CAR and FUEL initiativeと呼ばれている。
科学技術動向　2003年３月号
8
ドルが要求されており、今後5年
間で17億ドルが投入される方針
である。
Hydrogen FUELイニシアチブ
の中心的課題の一つは、水素製造
コストの低下である。2010年まで
に、ガソリン車とコスト競争力の
ある燃料電池自動車を開発するこ
とを目標としている。また、再生
可能エネルギー、原子力エネルギ
ー、石炭を利用した水素製造法の
高度化研究も重点的に実施される
こととなっている。
水素エネルギーは、トータルエ
ネルギー効率の高さや環境負荷の
小ささが利点として挙げられる
が、これらの程度は水素の製造・
貯蔵・輸送・利用の方法によって
大きく依存する。わが国において
も、燃料電池技術の研究開発と平
行して、水素燃料関連技術開発や
インフラ整備を産官学連携して進
めていく必要があろう。
膀はんだの鉛フリー化を
日米欧で2005年を目処
に実現することで合意
性能を優先するか環境配慮を優
先するかという議論において、電
気・電子機器中の鉛はんだの置き
換えは、常にその代表例として挙
げられてきた。このように長年討
議されつつも、全製品置き換えと
いう実現性の点での困難さから先
送りされてきたはんだの鉛フリー
化に対して、いよいよ明確な実現
時限が設定された。
ＥＵで審議されてきた鉛を含む
有害物質規制（RoHS）は、2002
年10月に、欧州議会とＥＵ閣僚
理事会との間で、その施行時期を
2006年７月１日とすることで合意
した。これを受けて、日本業界を
代表する譖電子情報技術産業協会
（JEITA）、米国業界を代表する全
米電子機器製造者協会（NEMI）、
欧州業界を代表する国際錫研究所
はんだ付け技術センター（SOL-
DERTEC）が、第二回鉛フリー
世界サミット（2002年11月）に
おいて「鉛フリーはんだ実用化の
ワールドロードマップ（World
Lead‐free Soldering Roadmap）」
を作成し、その骨子について以下
のように合意した。盧鉛フリーの
定義：鉛フリー化すべき部位の鉛
含有率を0.1wt％未満、盪スケジ
ュール：対応部品の品揃え完了＝
2004年末、機器としての鉛フリー
化完了＝2005年末（後続企業で
も2年遅れ）、蘯推奨置き換え材
料：Sn－Ag－Cu。また、鉛フ
リー対応製品には、補修・リサイ
クルのためになんらかの表示も検
討されている。
この合意の結果、平均的メーカ
ーでの鉛フリー化実現時期は、
2005年末になる見込みである。
実現には、材料、実装、電子部品、
機器など関連する多くの企業の協
力が欠かせないが、今回のロード
マップ合意は、具体的スケジュー
ルや推奨材料を明示した点で、全
製品置き換えへ向けて高く評価さ
れるべき内容になっている。
なお、上記のＥＵにおける有害
物質規制（RoHS）は、鉛・カド
ミウム・水銀・六価クロムの４種
類の重金属を、原則として新しく
製造する電気・電子製品には使わ
ないことを指令しており、今後は
鉛以外の金属使用でも同様の具体
的検討が予想される。また今回の
合意は、今後の新材料研究や新製
品開発において、環境配慮が性能
追求に優先されるべきという方向
性を示したとも言える。
製造技術分野
